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◎ 4月  5日     新 小岩学園開校式

◎ 5月 19日    中 学校生徒総会 (松上小 6年 生参観)

28日    新 小岩中の運動会に参加 (上平井小 。松上小)

◎ 6月  9日 ～11日 学 校公開 (新小岩中)

10日 ～11日 学 校公開 (松上小)

◎ 7月  1日     新 小岩中学校説明会に6年 生が参加

◎ 8月 25日    避 難 ・引き取 り合同訓練

◎ 9月 13日    生 徒会選挙 (松上小 5年 生参観)

◎ 10月 2日     松 上小運動会 (新小岩中 1年 生児童補助に参加)

14日    学 校公開～15日 (松上小)

15日    学 校公開～17日 (新小岩中)

15日    道 徳授業地区公開講座の合同実施

29日    新 小岩中学習発表会に松上小が参加 1/1学ヽ校高学年希望児童)

◎ 11月 11日 ～12日 松 上小学芸会

◎ 2月  7日     新 小岩中職場体験松上小学校で一
部受け入れ

16日    学 校公開～18日 (新小岩中)

17日    学 校公開～18日 (松上小)
※合同職員会議 ・研究会

●職員会議 (4回 )● 研究会 (5回 )
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<指 導体制>

※
学
期
に
１
回

小中一貫推進委員会

管理職 。主幹教諭

小中一貫事務局会

教育委員会 ・副校長 ・主幹教諭

※月1回は上平井小が参加

職

員

会

議

合

同

研

究

会

/Jヽ

中

使 買

り

く研究体制>

系統的な指導を目指す小中一貫教育校の創造

教科外教育計画作成委員会
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松上小学校校庭から兄た管理棟の全景

管理棟内部



教 育

◎自ら考え、実行 し、

◎思いや り、助け合 ご

◎活力あふれる健やラ

■

目指す児達

【小1～刀ヽ4】

□よく考える子

□心やさしい子

□明るく元気な子

□基礎 ・基本を定着させ、学ぶ震

□自他ともに尊重し、思いやりと

□保護者 ・地域と連携した教育淀

<中 学生の小学校運動会のお手伝い> く中学生による小学生への読み聞かせ>

<部 活動体験 卓 球部> <部 活動交流 吹 奏業部と金管クラブ>



やりとげる強い意志

1優しV 心ヽ

なヽ体

・生徒

【小5～ 中3】

□自ら考え実行する

児童 。生徒

□思いやりと規範意識

のある児童 ・生徒

□心身の調和がとれた

健康な児童 ・生徒

1欲と個性の伸長を図り、主体的に行動する力を育む

規範意識をもち、地域を愛する心、社会貢献の心を育む

動を重視し 。地域社会から信頼され ・頼りにされる魅力ある

<中 学校学習支援講師 Tlと 小学校教諭 T2> <小 学校教諭 Tlと 中学校学習支援講師 T2>

<中 学校からの出張授業 (外国語活動)> <中 学校体育館での武道指導 (柔道)>
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(上)シ ラバス (下 )指 導計画 <例 :算数 ・数学>

平成 23年 度の取り組み予定

1.授 業交流の拡大

2.教 科担任制の拡大

3.算 数 ・数学、体育の支援体制の確立

4.授 業研究会の実施 (5回 )

5.上 平井小学校への出張授業 (外国語活動)

6.柔 道の実施 (松上小 。上平井小 6年 )

7.部 活動体験の継続

8.部 活動交流の発展

9.児 童生徒による合同委員会の実施

10.行 事参加の拡大 (運動会 ・学習発表会など)

他

陥 3】"職 による描葛頓潮中匂打ヒ

<ALTに よる外国語活動の様子>

外周の松葉様の線はそれぞれ、左上は 「木」、

右上は「公」と、上半分で「松」の字を、下半分は「上」

の字を表し、松上小学校が本学園の上台にあるこ

とを示している。

内周の円は、新小岩中学校の学園章の六角形の

輪郭を円形に変じさせたものであり、松上小学校

から新小岩中学校へと、子どもたちが一貫した学

園生活を積み重ねていくことを示している。また

「円」には、円融 ・円満な子どもたちの人格形成

への願いが込められている。

6つ のペン先は

●自律→自分をコントロールすること

●協同→互いに助け合い、協力すること

●英知→優れた判断や行動がとれること

●健康→心身ともに丈夫で健やかなこと

●奉仕→人のために力を尽くすこと

●挑戦→新たなことに挑むこと

を表している

※学園章は、児童 ・生徒 ・保護者 ・地域から公募 した中から選考しました。両校の思いをつけ加え作成しました。
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1 回

2 回

3 回

4 回

5 回

6 回

7 回

8 回

9 回

1 0 回

1 1 回

1 2 回

1 3 回

1 4 回

部長 ・副部長選出 検 討の進め方及びスケジュール

校名、標準服についての話し合い

校名、標準服について (業者によるプレゼンテーションを実施)

標準服導入アンケート調査の実施

校名アンケートの実施 (8種類)

校名 (愛称 :新小岩学園)を 選定

学園章の選定方法

学園章デザイン募集、標準服導入の是非

学園章デザインの募集方法と募集先

標準服の仕様

学園章一次選考、標準服の業者委託

学園章二次選考 ・決定、学園歌の歌詞の募集方法

学園歌の歌詞の応募状況

学園歌を依頼する作詞家、作曲家の決定 (平成 23年 3月 )

※シンボル検討部会は原則月1回実施

● 第

● 第

● 第

● 第

● 第

● 第

● 第

● 第

● 第

● 第

● 第

● 第

● 第

● 第

○標準服 (ブレザー)に ついて
。平成23年度より小学校 1年生、中学校 1年生から導入します。
※ただし、小学校は上着のみ
・平成26年度より全学年、標準服を着用します。平成23年度から3年

間は移行期間とします。
。標準服は登下校時に着用します。
・6月～9月 までは、ポロシャツを着用します (小学校)。 胸にプリ
ントアウトした学園章をつけまづ。

○学国歌について
。4月 に依頼し、二学期中に作成し、学園歌完成集会を行います。
・学園歌は合同終業式や各種行事等で歌います。
・児童や生徒から募集した言葉を学園歌の歌詞に入れます。

○学園名について
。新小岩学園という名前は愛称名で、両校の校名はそのまま残ります。
・屋上や正門横に、両校の名前と新小岩学因の名前が付けられます。

○校庭の一体化について
。学因としての有効活用を進めるために、境にある樹木を移植し (校庭の他の箇所)、 一周250m
のトラックを設置します (目印のタイルを打つ)。

・両校の校庭のトラックはこれまで通りです。
・平成23年2月～3月 までに樹木を移植します (校庭の他の場所)。
・平成23年の夏頃に校庭改修工事を行う予定で,。
・樹木移植後の箇所には安全な移動式の仕切りを設置します。

標準服につける胸章
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